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This report, based on a research trip to the University of Burgundy（Université de Bourgogne）and the University of Bordeaux(Université 
de Bordeaux) in the summer of 2010, summed up the outlines and surrounding environments of the universities, and academic exchanges 
and overseas study programs available in the future. Establishing a relationship between universities in France and SUAC is necessary 
and will be a great advantage for both study and education. Collaboration with the above-mentioned universities should be promoted 
with a view to enable a French language program and a long-term overseas study program. Collaboration with overseas universities and 





















Department of Art Management, Faculty of Cultural Policy and Management.
ブルゴーニュ大学、ボルドー大学における調査報告および
国際交流にむけての提言
Report on the visit to the University of Burgundy and the University of 
Bordeaux with some suggestions for forming new interuniversity relationships 
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４） ヨーロッパ言語共通参照枠：欧州評議会(Conseil de l’
Europe)が決めた欧州での外国語学習する際の共通基
準で、以下のように分類される。A1が一番下のレベル。
　　　A1    Découverte    （発見）
　　　A2    Survie　　　   （存続）
　　　B1    Seuil　　　　  （敷居）
　　　B2    Indépendant　（独立）
　　　C1    Autonome　　（自立）
　　　C2    Maîtrise　　　（習熟）
　　 この基準はまた、フランス国民教育省フランス語
資 格 試 験DELF（Diplôme d'études en langue 
française）のA1, A2, B1, B2 レベル、さらにハイ
















































   S.デュゴワ先生（左）
写真６．留学生宿舎食堂
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７）調査結果に関する調査者のコメント
　ダイナミックかつ魅力ある都市に位置するヨーロッパ有
数の大学であり、ボルドー第二大学と同様にヨーロッパに
おける本学の教育・研究拠点としての利用価値が高いと考
えられる。また、DEFLEはフランス語研修機関として大
規模な部類であり、教育法・設備とも優れていると言える。
こうした点に鑑み、
　-DEFLEへの学期中の学生派遣（交流留学）
　-教員間の学術交流
について提携を結ぶことが本学の教育・研究の質の一層の
向上に資すると考えられる。
Ⅳ. まとめ
　ブルゴーニュ大学、ボルドー大学提携に向けての課題お
よび提言は以下のとおりである。
1) フランスとの大学提携はフランス語履修学生とフラン
ス関連研究教員のみのメリットに留まらず、広くヨー
ロッパ研究の拠点にもなる。ボルドー、ディジョンと
も都市文化、芸術、歴史、食文化の研究対象の宝庫で
あり、周辺部の環境も素晴らしい（例：世界遺産多数）。
両市ともトラム導入、都市景観整備などまちづくりに
熱心。ボルドーは他のヨーロッパ主要都市との空路が
非常に便利であり、ディジョンはパリに近いのも魅力
であろう。
2) 本学でのフランス語は２年次以上が国際文化学科の専
門科目ゆえ国際文化学科の学生が主に履修するが、１
年次全学共通科目レベルでは全学１年から４年まで多
数が履修し、2年次以降も学科、学部の枠を超えて履修
を続ける学生が多々いる。フランスへの興味に関しては、
特に美術・映画・建築等の芸術の領域で芸術文化学科、
デザイン学部の学生が具体的かつ専門的な興味を示す。
全学学生が活用できるリーズナブルな費用の夏期語学
研修、長期留学のシステムを構築していきたい。
3) 学術交流に関しては、要となる教員に他分野の教員を
紹介してもらうなどして、両学部の教員が研究・教育
の必要に応じて活用できそうである。ボルドー大は海
外研究者受入れシステムが完備しており、ブルゴーニュ
大は留学生（研究者含む）用宿舎が最新かつ快適。協
定があるとサポートの諸手続きがスムースに進むと考
えられる。
4) 当面、夏期語学研修は引率教員を同行する必要がある。
それにより語学研修参加学生は増加する見込みである。
5) DEFLE、CIEFで学期中の長期留学が実現する場合、学
部留学でなくても単位認定となるような制度ができな
いだろうか。本学のカリキュラムによる履修では、留
学先の学部での単位しか本学卒業単位にはならず、学
生の留学が促進されない。夏期の語学研修、協定校の
語学留学の単位認定の方向を検討する必要がある。
6) ボルドー第二大との交換留学を含め、本学の海外大学
との交流を発展させるためには、留学生の受入れ、派
遣サポートをする国際交流専用の窓口を設置する必要
があるだろう。
7) 「開かれた大学」として国内外に本学をアピールして
いくためには、提携実現は必須である。海外提携校が
増えることは、留学を考えている本学受験生にとって
も大きなポイントになり、戦略的な意味合いを持ち合
わせることになるであろう。
ブルゴーニュ大学、ボルド−大学視察報告
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